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カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
真
ん
中
に
位
置
し
、
世

界
第
九
位
の
面
積
（
日
本
の
七
倍
ほ
ど
）
を
持
つ
中
央
ア
ジ
ア
の
大

国
で
す
。
日
本
と
の
関
係
が
薄
い
と
感
じ
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
過
去
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ソ
連
に
よ
り
抑
留
さ
れ

た
人
々
の
内
、 

五
万
人
以
上
の
日
本
人
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
来
て
お

り
、
現
在
で
も
日
本
人
抑
留
者
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
家
屋
等
が
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
の
各
地
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

ボ
ラ
シ
ャ
ク
大
学
の
学
長
に
よ
り
日
本
人
抑
留
者
に
関
す
る
大
著
が

発
表
さ
れ
て
お
り
、
日
本
と
の
関
係
を
確
認
す
る
良
い
機
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
核
兵
器
の
被
害
と
い
う
点
で
も
日
本
と
深
い

繋
が
り
を
有
し
て
い
ま
す
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス

ク
（
現
セ
メ
イ
市
）
の
核
実
験
場
で
は
ソ
連
時
代
に
地
上
・
地
下
で

四
五
六
回
の
核
実
験
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
核
兵
器
に
対
す
る

海風
陸風

知
ら
れ
ざ
る

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
交
流

駐
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
大
使

原
田
有
造

は
ら
だ
　
ゆ
う
ぞ
う
　

一
九
七
二
年
東
京
大
学
卒
業
、
大
蔵
省
入
省
。

国
際
金
融
局
審
議
官
、
世
界
銀
行
理
事
、
大
和

総
研
常
務
理
事
・
経
営
戦
略
研
究
所
長
等
を
経

て
、
二
〇
一
〇
年
九
月
よ
り
現
職
。

首都のアスタナ市内では、
高層ビルの建設が進んでおり、
発展の様子がみてとれる。
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忌
避
感
情
は
非
常
に
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
独
立
後
核
実
験
場
を

閉
鎖
し
、
核
の
不
拡
散
等
に
対
し
て
も
日
本
と
共
に
積
極
的
な
行
動

を
取
っ
て
い
ま
す
。
日
本
は
一
九
九
九
年
に
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
支

援
東
京
国
際
会
議
を
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
と
共
催
し
国
際

社
会
の
注
意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
セ
メ
イ
市
に
平
和
友
好
橋
を

建
設
し
た
ほ
か
、
医
療
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
規
模
の
環
境
問
題
と
い
う
点
で
、
ア
ラ
ル
海
に
触
れ
な
い
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
九
六
〇
年
代
に
世
界
第
四
位
の
面
積
を

誇
っ
た
ア
ラ
ル
海
は
、
水
資
源
の
濫
用
に
よ
り
枯
渇
が
進
み
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
領
域
の
小
海
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
領
域
の
大
海
の
二
つ
に

縮
小
し
、
住
民
の
健
康
被
害
、
植
生
の
変
化
等
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
規
模
の
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
元
京

都
大
学
教
授
の
石
田
紀
郎
氏
が
国
際
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
政
府
も
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
六
月
に
宇
宙
飛
行
士
の
古
川
聡
氏
が
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
長
期
滞
在
す
る
た
め
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
基
地
か

ら
宇
宙
に
飛
び
立
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
の
宇
宙
開
発
の
分
野
で
も
日
本
を
含
む
国
際
的
な

協
力
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
間
で
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

経
済
的
に
は
、
有
名
な
カ
ス
ピ
海
北
岸
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
資
源

を
始
め
、
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
チ
タ
ン
、
ク
ロ
ム
、
ウ
ラ
ン
、
レ
ア
ア
ー

ス
と
、
存
在
し
な
い
資
源
を
探
す
ほ
う
が
難
し
い
ほ
ど
の
資
源
大
国

で
す
。
日
本
と
の
関
係
で
は
、
最
近
特
に
ウ
ラ
ン
、
レ
ア
ア
ー
ス
が

注
目
さ
れ
、
日
本
企
業
の
大
き
な
投
資
案
件
が
進
ん
で
い
ま
す
。
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
は
、
資
源
だ
け
に
依
存
し
な
い
経
済
づ
く
り
を
目

指
し
て
お
り
、
製
造
業
、
ハ
イ
テ
ク
分
野
で
の
日
本
か
ら
の
投
資

を
望
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
経
済
界
も
成
長
著
し
い
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
に
熱
い
視
線
を
向
け
始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、

日
本
は
毎
年
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
間
で
経
済
官
民
合
同
協
議
会
を

開
催
し
、
幅
広
い
分
野
で
の
投
資
、
貿
易
関
係
の
拡
充
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
を
行
い
、
今
後
さ
ら
な
る
関
係
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
首
都
の
ア
ス
タ
ナ
は
一
九
九
七
年
に
遷
都
さ
れ
た
人
口

七
〇
万
人
の
新
し
い
首
都
で
す
が
、
街
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
故

黒
川
紀
章
氏
が
担
当
し
た
も
の
で
す
し
、
ア
ス
タ
ナ
国
際
空
港
や
、

ア
ス
タ
ナ
市
の
上
下
水
道
は
日
本
の
円
借
款
で
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
内
に
二
ヵ
所
あ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
日
本
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の
学
生
・
社
会
人
が
日
本
語
を
勉
強
し
て
お
り
、

日
本
の
経
済
・
起
業
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
も
年
に
数
回
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
国
関
係
の
一
層
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
■


